
図２ みちのおくの芸術祭　山形ビエンナーレ２０１８「７次元」会期中の様子図1 第6回やさしい・いものプロジェクト

◉研究背景
高校、大学と様々な地域活性化事業、文化事業に携わった。規模
にかかわらず、各地方で一過性のイベントとして行われ、継続性
のない文化事業が多く存在することから、本来の目的から外れ、
手段として扱われているように感じた。文化政策とは何なのかに
焦点を当て、体験した文化事業の中から2つの事象を調査し、文
化政策の新規的視点を研究した。

◉調査結果
「やさしい・いものプロジェクト」は富山大学が加わる高岡市の産
学官事業として地場産業の鋳物の魅力を発信することを目的と
し、市民が一点ものの鋳物制作を楽しみ、街中で販売し鋳物産業
の活性化を目指す事業である。「みちのおくの芸術祭 山形ビエン
ナーレ」は、東北芸術工科大学が主催し、山形市中心市街地で２
年に１回開催する現代アートのフェスティバルである。2014年
から始まり、2020年に４回目を迎えた。やさしい・いものの欠点
は５者間が連携して活動しているため、１者の意見のみを通すこ
とは難しいことだが、コロナ禍では協力し、大学で感染症対策を
とり、人数も制限することによって開催できた。また、少人数で
開催をした結果、参加者の満足度も高く、有効な試みになった。
山形ビエンナーレは大学が主催し経済効果などを目的とせず、大
学の考え方を反映できることが利点である。しかし経済的支援が
見込めず、活動に制限が出ることが欠点になる。

◉今後の展開
やさしい・いものは現在、大きく情報発信はしておらず、市民の中
で小さな広がりが起きている。しかしまだ販売に至らず地域に周
知されていない。そのため今後、参加希望者が増えたときのこと
を想定する必要がある。また計画している販売場所は、地方都市
の中心市街地に建つビルの一角のため、大きな集客や売り上げは
見込めない。しかしこの事業の本質は参加者の精神的充実にある
ため、継続が何よりも重要と考える。山形ビエンナーは2020年
オンライン開催した。現代の情報社会には需要があり、予算や人
員を抑えるには有効だった。視聴者数はそれまでの来場者数を上
回り、歴代最多のアーティスト数で開催した。しかし、現代アー
トは感覚に訴えるため、会場の規模、匂い、音、温度などを参加者
が自由に感じ取れる要素が少ないことが問題だ。どちらも初回開
催から日が浅く、事業による効果が測れないと感じた。この事業
が50年100年と中長期的に継続された場合の影響は未知数であ
る。芸術文化が子供のころから身近にあり、その世代が子を産み
育てたときに地域がどう変化していくかが重要だと考える。よっ
てこれからは中長期的な視点で効果をまとめていく研究が必要に
なるだろう。

◉まとめ
芸術文化は人に教授されること無く、自分から汲み取り、または
表現し、多種多様な主張を持ち、その多様性を受け入れるものだ
と感じた。年齢を問わずその経緯の中で気づきや学びがあり、心
が豊かになりうるものだ。2000年代に入ってから全国各地で大
規模な芸術祭が開催されるようになり、経済波及効果を挙げた。
現代アートの芸術文化事業は長期間、継続的に活動でき、場がつ
くられ、人と人とがつながっていく。このメリットに主催者は、
参加・協働する作品で自発性の仕掛けをしたり、サイトスペシ
フィック型の作品で住民との交流を図った。これは芸術文化に触
れる場の提供の域を超え、押し付けになり、芸術文化を地域活性
化の道具にしてはいないか。芸術文化事業において、アート性を
重視すれば、必ずしも地域にコミットしない作品も展開される。
過疎地域で行われる芸術文化事業はそのような作品は少なく、継
続性や持続性にばかり気を取られている。アートと地域が身内贔
屓の関係になってはいないか、社会や地域の現状に斬り込む事業
が出来ているか、常に確認、再考して行く必要がある。
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